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祉
暗
奮
に
囃
を
益
子
み
顔

　

市制三回目の誕生日を迎え産業、経済、教育、文化、交通総ての面に休

みなく堅実に住みよい郷土づくりへの歩みを続けている大野市の姿は、強

いて商工業、田園、林業各経済地帯に大別出来ようが、これらの特色を巧

みに活かして、総合計画をたて、昭和三十年中、商工業地帯三十三億四千

六百万円、田園地帯十二億二千三百十万円、林業地帯一億百万円を生産し

今は令市民待望の越美北諭4、兪々着工の渾びとたつて、地下の大宰盧淮6

※地資源も永

い眠りから覚

めようとして

いる。

　

更に新しい

技術の導入に

よる農畜産物の増産、また

これらを資材とする大工場

の誘致等郷士に与えられた

夢はいやが上にも多い。

　

この日を記念して、市政

の歩みを振返ってみること

も意義あることと思い「郷

土の素顔」を特集してみ、た

きらびやかに→
活況の商店街
企
業
の
合
理
化
、
設
備

の
近
代
化
に
意
が
注
が

れ
、
新
し
い
セ
ン
ス
の
装
い

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

伸
び
る
林
道
網

延
々
七
万
六
千
米
、
奥
地
資

源
の
開
発
は
進
む
。

眠れる資源の扉を開く

　　

越美北線の起工式→

次々に成る

　　　

モデルスクール

　　

下庄小学校↓

機械化農業への前進水音もさわやかな橋爪用排水路。

風
見
鶏

　

夏
が
や
っ
て
く
る
と
、
い
つ
も

社
会
問
題
の
種
に
な
る
の
は
青
年

男
女
の
交
際
で
あ
る
。
青
年
男
女

の
交
際
は
特
別
夏
だ
け
に
限
ら
れ

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
夏
に
な

る
と
急
に
や
か
ま
し
く
な
る
の
は

夜
更
し
す
る
事
が
多
く
な
っ
た
り

暑
く
て
家
の
中
に
い
ら
れ
な
く
な

っ
て
、
外
へ
出
て
人
目
に
っ
く
関

係
も
あ
る
だ
ろ
う
。
▼
今
″
太

陽
族
″
と
い
う
新
語
が
聞
か
れ
る

石
原
慎
太
郎
氏
の
作
品
「
太
陽
の

季
節
」
の
中
に
出
て
く
る
主
人
公

達
の
様
に
、
自
由
奔
放
な
生
き
方

を
す
る
若
い
人
々
の
事
を
云
っ
て

い
る
わ
け
で
、
男
女
の
不
純
な
交

際
で
、
ま
ず
槍
玉
に
上
る
の
は
こ

う
い
っ
た
人
々
で
あ
る
わ
け
だ
。

▼
し
か
し
一
方
で
は
、
真
面
目
に

文
化
活
動
を
や
っ
た
り
、
人
生
を

話
し
合
う
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
い

る
青
年
も
沢
山
い
る
。
た
だ
そ
う

云
っ
た
青
年
達
が
あ
ま
り
社
会
的

に
目
立
っ
て
い
な
い
か
ら
で
、
一

部
の
大
人
達
が
考
え
て
い
る
様
に

全
部
が
全
部
″
太
陽
族
が
で
は
な

い
▼
青
年
は
「
大
人
の
理
解
が

な
い
」
と
云
い
、
大
人
は
「
青
年

は
不
具
面
目
だ
」
と
云
っ
て
い
る

の
で
は
、
い
っ
迄
た
っ
て
も
悪
循

環
で
あ
る
。
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
で
異

性
を
必
要
以
上
に
剌
激
し
た
り
、

暗
い
所
を
長
時
間
散
歩
し
た
り
せ

ず
に
、
夏
空
の
様
に
明
る
い
交
際

を
し
て
、
気
持
の
良
い
夏
を
送
り

た
い
も
の
だ
。
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去る昭和二十九年七月一日、青葉香る亀山山頂

から黎明を突いて打揚げる花火を合図に、弧暇の

声をあげた大野市は、早くも三回目の誕生日を迎

えた。全市民一丸となって住みよい大野市の建設

を目ざして、一路邁進の功あって、ここに市政も

いよいよ結実の期に入って来た。

　

市建設五ヵ年計画は現在筥で7こ教育施設費、

産業経済費、土木施設費の順に進捗率は上々、

実に市政三大重点施策が打樹てられただけあっ

て、目標を遥かに突破している。ここで拓け行

く大野市の足あとをカメラでとらえ、今後の市

政により御協力と御理解を賜る糧としよう。

一
億
八
千
万
円
の
夢

合
併
記
念
基
木
財
産
増
林

　

五
ヵ
年
計
画
で
、
市
有

林
二
百
町
歩
を
植
林
し
市

の
基
本
財
産
を
辿
る
付
則

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

新
ら
し
い
感
覚
で

芥
川
作
叢
府

　

孤
村
ド
ド

I
陽
一
・
～
叢
と

1
I
・
ド
、
ド
頁
い
も
所
、
‥
原
題

勺
荷
I
、
共
に
仁
ｙ
場
づ

ダ
作
り
経
口
合
ド
化
う
ド

つ
だ
（
…
…
タ
ー
育
阿
に
）
↑

一洽二千万円をうるおす

葉煙草

　

市は支煙草：jジブ）

品言向上と、ベツ抜

乱う二大化二丿ノト

ーとして丿丿人をし、

ユ栞ブ自その多万万∇1

化を図っている。市

長栞弛訪中］菜の二

座を占め、年扇一回

二千万円の生頂をい宍

げて農祐砂へ≒示パミ

品とも云える。

目
映
四
石
を
日
工
ぎ
す

酪
農
絹
合

牛
乳
帽
荷
弓
ス
グ
回
合
ぶ
・
‥
・

・
‥
・
｛
几
グ
ゾ
エ
に
し
ノ
ド
三
一
‥
。
五
斗
ふ
生
産
、

今
9
け
四
。
ツ
・
宍
題
ド
レ
。
エ
バ
ノ
い
夢
も
刎

ト
て
原
る
会
ご
牡
回
原
j
ツ
．
j
で
〈
こ
い
。

忘
ヽ
3
ら
‐
い
て
い
ヤ
ド
十
賞
源

↑
づ
勺
～
～
ご
ハ
エ
゛
い
心
バ
ハ
マ
‐
百

万
I
原
‐
．
ノ
．
会

″
工
’

゛

．
‐
．
’
｛
’
1
る
と

⊇
い
比
ヽ
宍
j
～
～
．
｛
’
｝
当

会
」
ク
ノ
原
原
ご
ト
エ
ー
．
言

工
ｔ

’
雪
‘
に
、

六
会
大
…
…
－

－

一
・
ヽ
．
．
‥
．

1 1
’
、
’
・
｝
‐
一

1
1
1

‐

童
会
ご
旨
ぺ
≒
．
会
｛
｝
」

‘
‥
べ
｝
に
一
一
十

．

原

丿
原
八
～
Q

　

二
子
．
、
ム
々
に
八
百
ぺ
圖

童
会
国
原
ブ
バ
れ
て
ト
る

川
ら
か
学
校
う
れ
し
い
給
丘

　

回
し
ト
市
け
日
一
中
か
ら
、
回
た
じ
生
徒
の
健
康
を
守
り
体
位
の

向
上
を
隔
石
た
め
に
、
四
‥
f
八
百
八
十
七
々
‐
に
ご
叶
谷
、
9
1
に
工
坦

ド
P
T
A
と
ぷ
力
し
紬
ぺ
べ
哨
n
充
実
を
悲
め
て
ご
た
。

上
I
子
丿
｛
ヅ
ゾ
ブ
バ
る
小
山
小
一
年
生
。
下
汽
川
校
恐
‐
輿
蜜

僕らこんなに大きく

靖国の父よ安らかに

　

二十九年以来、二百六十名

の遺児をご剖丁圈肘参拝に送り

五百円のお小遣と、福井迄の

旅礎をに］りしてむこの心・七慰

めていろ。1∵ぶ七は川今川：

の旺頷でjl如）父とむ行くまで

謡つたことであろ‰

ン
ツ
マ
ん
づ
今
し

僕
ら
は
良
い
子

　

昨
年
六
月
、
三
口
同
十
乙
、
万

円
を
戎
に
て
竃
穴
。
六
十
Z
‥
の

阿
～
。
、
毎
日
聚
L
く
す
ご
i
て

ぃ
7
な
お
孚
節
保
育
日
は
本

年
三
十
ヵ
回
の
I
円
ヤ
樹
て
た

ドル稼ぐ晟の音

近代設備に主力

　

年産十二億円の殆んどが輸出織物であるだけに

全囮でも機の町としてその名も高いが、市制とと

もに機業の設備

近代化に意を注

ぎ、中小企栗融

資を行い年、々陶

械のオートメー

ション化を図つ

4－ている。

観
光
施
設
の
充
実
に
努
力

　

観
光
地
の
充
実
と
近
代
化
に
努
詰
以
に
≒

公
園
奥
越
高
原
の
指
定
を
見
た
。

写
真
去
る
日
の
奥
献
－
プ
原
‐
‐
福
井
新
聞

提
供

憩いの集い立並ぶ，回国ミ宅

爪折在翁こ五百二十五刀円づT丿Tに工二十戸

ヘ原よレエjを

原皿、言こ市

民√片どブよと

ににいてょる

無聞心からajyl；j

不断の予防

伝
染
病
か

ら
市
民
を

守
る
た
め

に
、
予
防

汪
付
の
励

行
及
び
皿

保
の
充
実

に
努
め
て

聯
・
て
い
る

耐
寒
設
哨
も
完
全
嵐
分
校

　

市
政
一
示
に
I
一
施
策
ム
ー
つ
老
朽

絞
☆
9
ニ
に
’
・
J
’
｀
’
、
筆
．
は
杓
一
竹
円
で
沢

ご
ト
ン
り
ま
I
い
け
に
I
‥
に
六
I
八
さ

れ
I
よ
T
て
偉
地
に
て
・
沁
ら
I
い

七
～
Å
校
皿
分
咬
↑

今宵また更けることを知らぬネオン0町

　

手近かな生ごコパロj－ターでyろ商店侑の近代

的ヒンフブ）伴ノ、々［ひぺ毎年、千古友二断を行ト高

店侮ご栄iら1＿いヅシヽダジリ｀・ダヅこ。

拓
は
行
く
市
道

市
岫
勺
ぐ
辺
妊
子
二
十
一
つ
I
j
。
r
七
一
は
‥
‥
三
十

う
犬
、

タ
リ
ム

I
三
万
‥
十

六
い
八
～

’
）
’
”
・
’
’

し
；
に
々

へ
て
ノ

し
賜
ド

九
ご
七

　
　

　
÷
／
．
～

『
題
よ

ニ
、
安

皿
発
こ

こ
皆
し

て

．
’
t
；

－
I
’

ミキサーの糾きも1ニのもし

　

ド訳……’゛‘野・：7iム’1：ミエしよりしyくしい贈

几に」レヘΛ、し巾乱：」と工ともに仲

y」こ匹に三叉八白脂レごえられて

1 ’ f

　 　

・ y ゝ ゝ j ’ 1

二
力
～
計
∩
ヘ
ー
路
ぶ
泄

　

弓
原
サ
ノ
、
尚
題
イ
ヘ
七
路
『
』
充
実

に
二
号
ぷ
町
原
う
多
づ
に
レ
仁
ゴ
心
る
．

T
八
｝
原
二
万
七
十
三
米
の
塁
I
匈
ぐ

ス
．
・
、
ぺ
し
…
…
．
一
‐
‐
い
．
、
万
万
原
に
ｙ
路
～
千
三
十
四

ふ
し
か
几
ド
に
．

めざす闇町舅ぶロ開拓

　

塚原赳用Vし、六十：町岑

のザイビこ計シ土木二寸；1

拓ば本年巾に資二二、－づ六

　

にj八削ド犬

か円ご≒E桔

て次々に祠

4－け行く

生
命
財
産
の

y
j
y
し

j
l
‐

　

合
併
酒
0
の
旧

圖
白
八
分
団
二
十

ヤ
ヘ
四
り
目
四
十
名

に
苛
、
組
、
晴
貌
機

り
～
昭
和
三
十

年
九
川
一
‐
に
は

消
防
I
に
発
展
。



◆
棄
擾
は
危
陰
の
も
と
、
一
人
残
ら
ず
投
票

富田女子青年團員の

まどかヽを集い

　

富
田
女
子
青
年
団

で
は
、
娯
楽
施
設
に

恵
ま
れ
な
い
農
村
青

年
の
情
操
面
を
カ
バ

ー
し
て
行
こ
う
と
、

毎
月
第
三
日
曜
日
を

「
生
活
を
楽
し
く
す

る
集
い
」
の
日
に
決

め
て
い
る
。
午
前
中
は
、
農
村
に
あ
・

り
が
ち
な
片
寄
っ
た
食
生
活
を
、
若

い
者
の
手
に
よ
っ
て
改
善
し
て
行
こ

う
と
、
大
野
農
業
改
良
1
及
事
務
所

の
大
家
さ
ん
を
招
い
て
、
野
菜
を
主

と
し
た
料
理
の
講
習
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

午
後
は
。
ヘ
ン
習
字
な
ど
の
ク
ー
フ
ブ

活
動
や
、
レ
ク
ジ
I
I
シ
ョ
ン
で
楽

し
い
時
を
す
と
し
て
い
る
。
今
ま
で

の
～
加
人
員
は
四
十
名
ほ
ど
だ
が
、

度
々
重
ね
る
毎
に
～
加
者
が
増
え
、

楽
し
さ
が
加
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
あ

る
。
彼
ら
は
豊
か
な
情
操
を
身
に
っ

け
て
、
新
し
い
夢
を
描
い
て
い
か
に

も
楽
し
げ
で
あ
っ
た
。

（
写
真
は
上
、
熱
心
に
講
習
を
受
け

る
団
員
ら
）

公
明
の
二
字
に
恥
じ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
一
票

七
月
八
日
を
お
忘
れ
な
く

　

～
議
院
議
員
選
挙
が
七
月
八
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
も
う
入
場
券
も

届
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

（
補
充
名
簿
に
登
録
申
請
し
た
方

は
室
だ
で
す
）
そ
こ
で
こ
の
選
挙

に
つ
い
て
二
。
三
お
知
ら
せ
し
ま

す

　

1
投
票

は
先
ず
地

方
区
か
ら

　

投
票
所

で
は
先
ず
黒
刷
の
投
票
用
紙
を
お

渡
し
し
ま
す
。
こ
れ
に
は
地
方
選

出
議
員
候
補
者
一
人
の
氏
名
を
1

い
て
投
票
し
て
下
さ
い
、
次
に
赤

刷
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す

か
ら
、
こ
れ
に
は
全
国
選
出
議
員

候
補
者
一
人
の
氏
名
を
書
い
て
投

票
し
て
下
さ
い
。

　

2
棄
権
し
な
い
で
必
ず
投
票

選
挙
に
投
票
す
る
こ
と
は
有
権
者

が
直
接
国
の
政
治
に
み
与
す
る
唯

一
つ
の
機
会
で
す
。
棄
権
し
な
い

で
必
ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。

ろ
愚
挙
は
明
る
く
E
し
く

明
る
い

政
治
が

行
わ
れ

る
か
ど

う
か
は
、
選
挙
が
正
し
く
行
わ
れ

る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
り
ま
す

よ
い
党
を
、
よ
い
人
を
選
ん
で
必

ず
投
票
し
ま
し
よ
う
。
よ
い
政
治

は
正
し
い
選
挙
に
よ
っ
て
生
れ
ま

す
。

一
日
市
政

　

下
庄
青
年
團
員

下
庄
青
年
団
員
二
百
名
は
、
年
中

行
事
の
一
つ
に
、
市
政
を
聴
く
会
を

計
画
し
て
い
る
。
六
月
二
十
四
日
、

下
庄
出
張
所
で
、
池
田
助
役
を
招
い

て
こ
の
会
が
催
さ
れ
た
。
お
り
あ
し

く
雨
の
た
め
参
加
人
員
は
少
な
か
っ

た
が
、
公
民
舘
長
、
部
落
長
、
婦
人

会
長
ら
が
寄
り
、
団
員
か
ら
は
愛
市

的
な
熱
意
か
ら
活
発
な
意
見
が
多
く

か
わ
さ
れ
、
午
後
五
時
近
く
前
川
秀

雄
団
長
は

　

有
意
義
な
催
し
で
あ
っ
た
が
、
出

席
者
が
少
な
い
こ
と
は
残
念
で
あ
っ

た
。
今
後
こ
の
腫
の
会
を
度
々
行
い

た
い
か
ら
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
賜

り
た
い
と
、
希
望
を
述
べ
散
会
し
た

（
写
真
下
は
、
池
田
助
役
を
囲
む

　

団
員
ら
）

把‘泌y’｀礎で撚1ミ濠皿

【
作
物
】

中
耕
除
草
初
平
田

の
田
植
は
平
年
に
比

し
て
約
五
日
位
早
く

な
っ
て
い
る
し
地
温

の
上
昇
も
例
年
よ
り

早
い
の
で
、
中
耕
除
草
は
早
く
行
い

早
く
切
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち

中
晩
生
の
早
植
の
も
の
で
七
月
五
日

ま
で
、
普
通
植
で
十
五
日
ま
で
に
終

る
よ
う
に
す
る
。
早
植
と
中
耕
除
草

の
早
期
切
上
げ
に
よ
り
、
当
然
雑
草

の
繁
茂
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
雨
期

で
も
排
水
不
能
田
で
も
使
用
の
出
来

る
「
水
中
2
・
4
D
」
を
使
う
と
よ
い

使
用
時
期
、
方
法
に
つ
い
て
は
、
特

に
術
技
員
の
指
導
に
依
る
こ
と
。

　

追
肥
全
般
的
に
基
肥
が
多
用
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
の
天
候
の
正
確

な
予
測
も
困
難
で
あ
り
、
個
々
の
田

圃
に
よ
っ
て
稲
の
生
育
状
態
が
異
る

か
ら
、
必
ず
「
作
見
会
」
を
行
っ
て

時
期
及
び
盆
を
決
め
る
。
苑
酸
石
灰

の
追
肥
は
、
有
効
茎
数
確
保
の
見
通

し
が
っ
い
た
と
き
、
普
及
員
に
相
談

し
て
施
用
す
る
。

　

【
病
虫
害
】

　

稲
熱
病
多
発
の
見
込
で
あ
る
か

ら
早
期
発
見
に
努
め
て
ぬ
か
ら
ず
防

除
す
る
。
特
に
穂
首
イ
モ
チ
は
発
生

後
の
駆
除
は
不
可
能
で
、
直
接
減
収

す
る
か
ら
必
ず
走
り
穂
の
出
た
時
期

に
行
う
。
（
紋
枯
病
、
小
粒
芝
核
病

）
は
多
発
が
予
想
さ
れ
る
の
で
適
期

に
薬
剤
撒
布
を
行
う
こ
と
が
常
発
地

帯
で
は
必
要
。
即
ち
小
粒
菌
核
第
一

回
七
月
十
七
日
～
十
八
日
、
第
二
回

七
月
二
四
目
～
二
五
日
、
水
銀
粉
剤

紋
枯
七
月
初
め
か
ら
十
日
毎
に
三
回

撒
布
銅
水
銀
粉
剤

文
馨
作
品
、
論
文
の

懸
賞
募
集

　

市
教
委
で
は
第
二
回
文
芸
作
品

論
文
の
懸
賞
募
集
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
奮
で
応
募
し
ま
し
よ
う

　

◆
応
募
に
つ
い
て
の
御
注
意

　

1
、
募
集
す
る
種
目

▽
小
説
、
ユ
ン
ト
、
随
筆
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
以
内

▽
詩
、
和
歌
、
俳
句
一
人
三
篇
以

内▽
論
文
「
何
が
新
生
活
を
阻
ん
で

い
る
か
」
そ
の
対
策
に
論
及
す
る

四
百
字
詰
五
十
枚
以
内

　

2
、
締
切
日
昭
和
三
十
一
年
九

月
三
十
日
（
当
日
の
消
印
あ
る
も

の
は
有
効
）

　

ろ
、
主
催
及
び
送
り
先
大
野
市

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
文
芸
作

品
募
集
係

　

4
、
応
募
資
格
大
野
市
民
で
あ

れ
ば
誰
で
も
よ
い
。

　

5
、
審
査
福
井
県
文
化
協
議
会
文

化
部
門
選
者

　

6
、
表
彰
式
各
種
目
別
に
入
選

　

一
点
、
佳
作
一
点
を
え
ら
び
十
一

月
三
日
文
化
の
日
に
行
う
。

○
尚
人
選
者
に
は
記
念
品
と
賞
状

を
贈
る
。

農
薬
の
取
扱
に
御
注
歌

　

最
近
農
薬
の
使
用
が
大
変
増
え
て

来
た
が
、
使
用
の
時
は
特
に
次
の
こ

と
に
注
意
1
よ
う
。

　

1
、
撒
布
の
と
き
は
、
風
向
や
附
近

の
人
に
注
意
す
る
こ
と
。

2
、
施
用
後
の
圈
識
は
必
ず
し
て
お

ろ
、
使
用
後
、
器
具
は
完
全
に
洗
っ

て
置
く
こ
と
。

4
、
保
管
中
は
必
ず
容
器
に
入
れ
ｙ

完
全
に
施
錠
し
て
お
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

（
大
野
警
察
署
）

郷
土
づ
く
り
に

　

貢
献
の
方
々
を
表
彰

　

市
誕
生
三
回
目
の
七
月
一
日
を
記

念
し
住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献

の
あ
つ
た
団
体
や
個
人
を
七
月
一
日

午
前
十
時
か
ら
大
野
公
民
舘
で
表
彰

す
る

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り

　

【
個
人
の
部
】

◇
自
治
功
労
者

　
　

喜
多
山
吉
左
衛
門

　
　

斎
藤
市
治

◇
社
会
事
業

　
　

川
瀬
倚
横

◇
教
育

　
　

白
崎
進
稲
郷

　
　

野
村
重
三
春
日

◇
吐
会
教
育

　
　

道
関
文
清
水

◇
消
防

　
　

大
谷
惣
左
衛
門
寺

◇
産
業

　
　

玉
村
忠
雄
西
一
番

　
　

乾
弥
三
松
下
打
波

◇
節
婦

　
　

久
保
田
は
な
中
据

【
団
体
の
部
一

◇
納
税

　
　

友
江
納
税
組
合

　
　

尾
永
見
納
税
組
合

　
　

阿
難
相
地
頭
方
納
税
組
合

　
　

柿
が
島
納
税
組
合

◇
産
業

　
　

青
空
四
H
倶
楽
部



日
に
日
に
良
き
が
解
る

『
酪
農
庄
林
』
を
訪
ね
て

　

大
野
市
酪
農
組
合
の
四
十
九
名
は

一
丸
と
な
っ
て
豊
か
な
酪
農
市
を
建

設
・
し
よ
う
と
営
々
四
県
霜
協
力
し
あ

っ
て
来
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
い

ま
毎
日
二
石
五
斗
の
牛
乳
が
生
顔
出

来
る
ま
で
に
汪
し
て
来
た
が
、
日
産

四
石
を
目
標
に
日
々
啓

余
忿
が
な
い
。

　

酪
農
先
進
国
ア
メ
リ
カ
で
は
一
年

一
人
の
乳
製
品
消
費
高
は
I
石
Ξ
斗

六
升
一
合
と
云
わ
れ
て
い
る
。
わ
が

国
の
一
升
六
合
に
く
ら
べ
て
あ
ま
り

に
も
開
き
が
人
き
い
。

　

新
緑
に
包
ま
れ
た
や
わ
ら
か
い
初

夏
の
陽
ざ
し
の
尽
さ
か
り
、
1
・
ズ
彫

務
所
の
前
田
技
師
と
酪
農
の
先
進
地

で
あ
る
庄
林
を
訪
れ
る
こ
と
に
し
た

　

ち
よ
う
ど
K
さ
ん
の
庭
へ
さ
し
か

か
る
と
、
光
沢
の
あ
る
白
黒
の
ブ
チ

色
の
牛
は
ゆ
っ
た
り
と
青
い
芝
生
の

上
に
立
っ
て
、
美
し
い
娘
さ
ん
の
手

で
気
持
よ
さ
ぞ
う
に
乳
を
し
ぼ
ら
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
K
さ
ん
に
、
日
々

の
に
搾
乳
の
こ
と
や
飼
料
の
こ
と
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
。

（
O
印
は
K
さ
ん
×
印
は
広
報
係
）

　

×
こ
の
牛
は
一
日
ど
れ
位
乳
が

　

し
ぼ
れ
ま
す
か
。

○
約
一
斗
で
す
。

　

×
飼
料
代
は
一
日
ど
れ
位
か
か

　

り
ま
す
か
。

O
殆
ん
ど
自
給
飼
料
で
飼
っ
て
い

る
の
で
百
五
拾
円
程
で
す
。

　

×
牛
の
手
入
れ
に
手
間
が
と
ら

　

れ
て
、
肝
心
の
米
作
り
は
減
収
寸

　

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

○
い
や
、
却
っ
て
厩
肥
が
沢
山
ｙ

れ
て
増
収
に
な
つ
て
い
ま
す
。

　

×
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

○
日
に
日
に
酪
農
の
良
さ
が
判
つ

て
来
ま
し
た
。
毎
日
牛
乳
は
十
分
飲

め
る
し
米
も
増
産
と
い
ら
事
に
な
る

夏だより八ガキ発売

　

お
な
じ
み
の
暑
中
見
舞

用
の
絵
入
り
ハ
ガ
キ
を
七

月
一
日
か
ら
発
売
し
て
い

ま
す
。

　

絵
は
光
琳
の
つ
ぼ
め
と

広
電
の
あ
ゆ
の
二
種
類
で

風
雅
な
も
の
で
す
。

　

売
切
れ
な
い
う
ち
に
ど

う
ぞ
。

　

な
お
窓
口
（
大
野
局
）

に
は
「
魚
止
」
の
奇
勝
に

「
か
ん
こ
踊
」
を
配
し
た

郷
土
又
ダ
ン
プ
（
大
高
小

原
先
生
作
）
を
備
付
け
て

お
り
ま
す
か
ら
皆
々
御
利

川
下
さ
い
。
（
郵
便
局
）

そ
の
上
お
金
が
毎
目
ぱ
い
る
し
ネ
。

今
後
は
三
皿
位
に
ふ
や
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

K
さ
ん
と
。
訪
っ
て
い
る
中
に
娘
さ

ん
の
搾
乳
が
終
り
だ
し
た
。
K
さ
ん

も
娘
さ
ん
も
満
㈲
明
る
い
希
望
を
た

だ
よ
わ
せ
て
い
た
。

　

（
写
真
は
初
夏
の
原
風
の
も
と
で

　

愛
午
の
搾
乳
）

国
保
論
文
の
懸
賞
募
集

一
、
論
文
の
要
旨

　

旧
大
野
町
岡
民
健
康
保
険
再
開
の

必
要
性
に
っ
き
、
世
論
の
喚
起
と
啓

発
に
資
す
ろ
も
の
。

二
、
応
募
者

　

大
野
市
内
に
居
庄
す
る
も
の
で
年

齢
、
性
別
を
問
わ
な
い
。

三
、
用
紙

　

原
稿
川
紙
を
使
い
、
字
数
は
五
〇

〇
字
迄
。

四
、
応
募
期
日

　

七
月
十
五
日
迄
に
市
保
健
課
へ
提

出
す
る
こ
と
。

五
、
賞
品

　

応
募
者
に
は
参
加
賞
を
、
又
審
査

の
結
果
優
秀
作
品
に
は
賞
品
と
し
て

そ
れ
ぞ
れ
粗
品
を
呈
上
す
る
。

六
、
そ
の
他

　

優
秀
作
品
は
市
報
若
く
は
レ
ポ
ー

ト
に
登
載
す
る
。

市販の明るい動ぶ⑨

希
望
の
集
い

大
門
農
事
研
究
会

今
春
三
月
五
日
、
大
門
部
落
の
青

壮
年
一
一
十
五
名
が
自
主

的
な
力
で
共
同
研
究
田

を
作
つ
だ
。

　

こ
の
部
落
は
立
地
条

件
が
悪
く
、
毎
年
水
不

足
で
、
旱
叙
に
な
や
ま

さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
改
善
1
即
漑
を
良
く

し
土
地
の
高
度
利
用
を

図
ろ
ら
と
し
て
い
る
。

　

容
易
な
こ
と
で
は
な

い
が
ふ
ふ
員
が
共
同
で
一

反
歩
を
借
り
受
け
、
亀

尾
技
術
員
の
指
一
導
の
も
と
に
各
種
肥

料
の
比
較
試
験
、
日
々
の
稲
の
成
育

状
態
の
記
録
や
新
品
卵
の
栽
培
研
究

を
行
い
、
問
題
解
決
の
先
き
が
け
を

決
め
て
い
る
。
会
員
岫
は
近
い
将
来

是
非
と
も
こ
う
し
た
経
営
の
供
本

問
題
を
改
善
し
よ
ら
’
と
意
気
込
ん
で

お
り
、
ま
ず
部
落
民
、
特
に
会
員
の

共
同
精
神
を
養
う
こ
と
に
着
目
し
、

毎
月
五
日
の
例
会
等
に
極
め
て
な
ご

や
か
な
ふ
ん
い
き
に
つ
つ
ま
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
会
員
遠
の
目
ざ
め
た

動
き
が
、
遅
れ
か
ち
な
こ
の
y
部
落
に

も
漸
く
新
し
い
村
づ
く
り
の
息
吹
き

を
み
な
ぎ
ら
せ
っ
つ
あ
る
。

（
写
真
は
心
か
ら
土
に
親
し
む
会
員
）

‰レ業課れ垂

林
業
器
具
の

　

い
ろ
い
ろ

　

忙
が
し
い
農
繁

期
も
ほ
ぼ
か
た
ず

く
と
山
林
の
手
入

れ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
多
角
経
営
の
よ
さ
も
こ

こ
に
あ
る
わ
け
、
そ
こ
で
手
人
れ
に

必
嫂
な
器
具
に
つ
い
て
紹
介
L
よ
う

一
、
和
皆
式
按
切
鋸

製
作
所
秋
田
市
人
川
橋
通
り
四
八

中
屋
和
吉
商
店

価
格
六
〇
〇
円
荷
作
り
運
賃
共
一

五
〇
円

二
、
佐
藤
式
枝
切
鋸

製
作
所
秋
田
市
川
尻
町
川
口
境
四

〇
ノ
ー
」
秋
田
山
林
器
械
商
会

価
格
一
丁
柄
な
し
五
〇
〇
円
送

料
郵
送
濤
留
十
丁
’
】
天
上
一
一
〇
円

三
、
陶
山
式
な
た
鎌

製
作
所
広
島
県
甲
奴
郡
田
総
村
陶

山
義
雄

価
格
三
〇
〇
円

四
、
小
林
式
枝
打
器

製
作
所
前
橋
市
北
輪
町
二
六
群
馬

県
抹
材
会
館
内
群
馬
県
造
林
協
会

価
格
他
付
一
丁
六
う
．
刃
五
五
つ
円

　

（
飴
樫
機
六
尺
総
最
四
〇
‥
づ
匁
）

″
七
寸
刃
六
五
〇
円
つ
五
〇
2
匁
）

五
、
佐
藤
式
造
林
鎌

製
作
所
岩
手
県
東
北
木
線
好
摩
駅

前
秋
田
山
林
器
械
商
会

価
格
刃
両
六
寸
五
分
五
五
〇
円

″
七
寸
五
分
六
〇
〇
円
（
指
定
の
寸

法
製
作
に
応
ず
る
由
）

六
、
が
に
玄
た
木
登
器
（
枝
打
用
）

肘
0
所
福
井
県
今
立
作
栗
に
部
町

新
橋
宇
野
由
松

価
格
一
組
四
五
〇
円

七
、
福
井
式
木
登
器
（
I
型
）

申
込
先
名
古
屋
市
東
区
武
平
町

名
古
屋
営
鉢
局
内
名
和
会

価
格
八
五
2
円
重
さ
五
七
〇
匁

婆希911鴫之

◆
今
月
の
市
税
固
定
資
産
税
第
二
期
分
納
期
七
月
二
十
日
か
ら
Ξ
十
一
日
ま
で
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一
4
肖
の
行
李

一
日
（
‐
）
の
ど
自
慢
予
選
、
浸

　

才
ほ
か
‥
‥
‥
誕
一
時
よ
り
五
箇
、
夜

　

七
時
よ
り
大
野
▼
県
民
柔
道
大

　

会
（
午
前
九
時
）
於
有
中
講
堂

　

▼
広
告
行
列
、
全
国
チ
ン
ド
ン
十

　

行
列
巾
内
行
進
（
午
後
一
時
）

二
日
（
月
）
7
正
午
よ
り
長
近
公

　

大
名
行
列
、
全
国
チ
ン
ド
ン
ヤ
ユ

　

ン
ク
ー
ル
、
県
下
チ
ン
ド
ン
ヤ
ユ

　

ン
ク
ー
ル
、
カ
ー
エ
バ
ル
市
内
行

　

進
▼
夜
七
時
よ
り
市
民
対
抗
オ

　

ド
リ
大
会
＝
‥
於
六
間
広
場
ｙ
午

　

前
九
時
婦
人
会
総
会
、
小
山
校

三
日
（
火
）
？
午
後
一
時
、
市
内

　

自
転
車
競
走
各
出
張
巡
り
▼

　

夜
七
時
、
の
ど
自
慢
決
勝
於
六

　

間
広
場
▼
大
野
市
社
会
福
祉
事

　

業
大
会
、
大
野
公
民
舘
ホ
ー
ル

九
日
～
十
五
日
就
業
構
造
基
本
調
査

上
旬
▼
昭
和
三
十
一
年
商
業
調

　

査
▼
昭
和
三
十
一
年
堆
肥
増
産

　

品
評
会
審
査
会

　

十
三
口
（
金
）
▼
午
前
九
時
戸
籍

　

事
務
研
究
会
、
富
田
出
張
所

十
五
日
（
目
）
▼
火
葬
場
供
養
法
要

　

（
大
野
地
区
）
▼
忠
魂
碑
慰
霊
祭
、

　

（
上
庄
、
富
田
地
区
）
▼
午
前
九
時

　

小
山
青
年
大
会
、
小
山
地
区
▼

　

社
会
教
育
研
究
大
会
、
小
山
校

十
六
目
～
二
十
二
日
▼
第
二
回
殺

　

虫
剤
散
布
、
大
野
地
区

中
旬
▼
乳
児
検
診
▽
農
地
等

　

所
有
状
況
調
査
打
合
会

下
句
▼
新
農
村
建
設
総
合
対
策

　

事
業
推
薦
地
域
打
合
会

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

友
兼
専
福
寺
の
大
け
や
き

米
上
れ
十
以
さ

約
年
定

囲
百
゜
指

幹
八
る
に

り
齢
あ
物
通
・
樹
で
忿

目
る
ヽ
樹
記

ヽ
あ
り
巨
然
は
が
あ
の
天

に
木
が
I
ヽ
内
の
ぶ
第
日

境
き
こ
下
七
寺
や
い
県
月

福
け
き
る
六
専
い
大
れ
年

の
き
に
わ
十
兼
大
方
い
和
・

友
の
上
と
昭
た

j
巾 メ

醤
油
の
カ
ピ

　

梅
雨
期

か
ら
夏
に

か
け
て
、

お
醤
油
の

カ
ビ
は
主

婦
の
悩
み
の
腫
で
す
。

　

先
ず
カ
ピ
を
出
来
る
だ
け
す
く
い

と
っ
て
、
火
に
か
け
サ
ツ
と
煮
立
っ

て
来
た
ら
ケ
ズ
リ
ブ
シ
を
一
升
に
I

シ
て
l
位
い
れ
て
、
も
う
I
度
煮
た

た
せ
て
火
か
ら
お
ろ
し
、
乾
い
た
フ

キ
ン
を
二
軍
に
し
て
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
様
に
し
ま
す
と
美
味
し
く
戴

け
ま
す
。

治φ鋤り：鳶

〈
十
年
後
の
大
野
市
V

箕
名
川
沿
岸
の
整
地

　

大
野
風
土
記
を
書
い
て
い
ま
す
が

昔
の
こ
と
ば
か
り
書
く
の
で
、
お
気

に
め
さ
ぬ
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

し
か
し
古
き
を
混
め
、
新
し
き
を
知

る
と
古
人
が
い
っ
て
い
る
如
く
、
古

い
こ
と
を
調
べ
て
見
る

と
そ
れ
に
関
連
し
て
新

し
い
こ
と
を
想
像
さ
れ

る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま

す
色
々
の
こ
と
を
想

像
し
ま
す
が
、
そ
の
第

一
は
、
曹
か
ら
大
荒
れ

に
荒
れ
て
い
る
佩
名
川

沿
岸
の
荒
地
を
整
理
し
、
護
岸
工
事

を
施
す
な
ら
ば
、
非
常
に
価
値
を
も

つ
た
土
地
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

　

四
百
年
以
前
に
は
も
つ
と
荒
れ
て

い
ま
し
た
が
、
徳
川
時
代
に
な
り
川

除
（
堤
防
）
が
発
達
し
、
川
幅
を
せ

ぽ
め
、
荒
地
を
変
じ
て
良
田
に
し
た

土
地
が
、
大
野
、
上
庄
、
下
庄
地
域

に
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

享
保
十
五
年
、
明
和
三
年
、
安
永

四
年
等
の
大
洪
水
は
、
曾
つ
て
な
い

大
水
で
あ
り
ま
し
た
が
、
川
除
の
お

蔭
で
四
百
年
以
前
の
よ
う
な
大
荒
地

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
時
代

以
後
、
比
較
的
完
全
な
堤
防
が
出
来

た
の
で
、
か
な
り
な
大
洪
水
も
あ
り

ま
し
た
が
、
被
害
は
少
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
大
野
市
地
域
の
真
名
川

の
川
幅
は
度
々
の
水
害
で
削
ら
れ
、

越
前
三
大
川
の
何
れ
の
部
分
よ
り
も

現
在
広
く
な
っ
て
お
り
、
五
粂
方
か

ら
新
在
家
に
至
る
堤
防
内
外
の
荒
地

は
今
で
も
大
し
た
も
の
で
す
。
殊
に

友
兼
、
森
政
、
菖
蒲
池
、
新
在
家
地

籍
の
堤
防
内
外
荒
地
は
数
万
坪
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
後
十
年
を
期
し
、
こ
の

川
幅
を
二
百
米
内
外
に
せ
ぱ
め
る
な

ら
ぱ
、
堤
防
内
で
二
万
坪
、
堤
防
外

で
六
万
坪
（
五
条
方
か
ら
新
在
家
ま

で
荒
地
を
平
均
二
百
十
米
幅
で
整
地

す
る
）
の
地
面
が
出
来
、
両
岸
で
約

八
万
坪
の
風
光
絶
佳
な
整
地
が
生
れ

る
わ
け
で
す
。
川
幅
を
二
百
米
に
せ

ば
め
て
も
、
氾
濫
の
危
険
は
決
し
て

あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
近
く
西
谷
ダ
ム

が
完
成
す
る
と
水
最
の
調
節
が
出
来

る
の
で
、
倚
安
心
出
来
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
敷
地
こ
そ
、
学

校
、
工
場
等
に
最
も
適
当
な
と
こ
ろ

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
む
し
ろ
、
県
の
事
業
と
し

て
や
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

を
呼
び
か
け
る
の
は
何
と
い
っ
て
も

大
野
市
の
熱
烈
な
運
動
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。
速
に
期
成
同
盟
会
な
ど
を

設
立
し
着
手
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す

置

季
節
保
育
所
の
普
及
を

　

農
村
に
季
節
保
育
所
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
農
繁
の
母
は
安
ん
じ
て
働
く
こ

と
が
で
き
仕
事
の
能
率
も
あ
が
り
ま

す
。
最
近
は
保
育
所
ブ
ー
ム
と
さ
え

い
わ
れ
ま
す
の
に
、
純
農
村
や
僻
地

農
村
に
は
経
済
上
そ
の
他
の
理
由
で

ま
だ
余
り
1
及
し
て
い
な
い
よ
う
で

す
。
下
庄
婦
人
会
で
は
毎
年
春
秋
二

回
、
七
ヵ
所
に
農
繁
期
保
育
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
十
五
ヵ
年

の
歴
史
を
も
つ
も
の
も
あ
り
、
部
落

民
の
喜
び
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
勿
論
経
費
の
捻
出
と
保
母
さ
ん

の
確
保
に
つ
い
て
は
毎
度
1
労
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
喜
び
の
姿
を
み
る

時
「
生
み
の
苦
し
み
」
の
尊
さ
を
0

し
ひ
し
と
感
じ
ま
す
。
嬉
々

と
し
て
喜
ぶ
幼
児
の
か
げ
に

市
当
局
の
助
成
、
婦
人
会
員

の
協
力
、
保
母
さ
ん
の
汗
と

油
が
ひ
そ
ん
で
お
り
、
涙
な
し
に
は

眺
め
ら
れ
ぬ
光
景
で
す
。
増
産
に
い

そ
し
む
農
村
婦
人
の
た
め
に
お
き
去

り
に
な
り
勝
ち
な
愛
児
の
た
め
に
、

市
内
農
村
部
落
に
ま
す
玄
す
1
及
す

る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
共
に

市
民
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
と
御

援
助
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
下
庄
地
区
婦
人
会
長
）

私
の
提
唱

1
【
越
前
耶
馬
渓
】

　

真
名
、
九
頭
竜
両
峡
を
含
め
て
、

越
前
耶
馬
渓
と
で
も
名
付
け
、
関
係

機
関
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
大
々

的
に
宣
伝
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
本

物
の
耶
馬
渓
や
、
嵐
山
に
も
優
る
景

一
5
地
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
観
光
客
誘

一
致
に
も
っ
と
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
で

あ
る
（

2
「
長
近
せ
ん
べ
い
」

名
菓
ヶ
ン
ヶ
ラ
の
本
家
が
ど
こ
だ
か

わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に
現
在
に
移
行
し
て

い
る
時
、
長
近
公
祭
も
始
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
亀
山
に
あ
る
公
の

銅
像
を
図
案
化
し
て
、
包
装
を
含
め

た
意
匠
登
録
を
済
ま
せ
大
々
的
に
売

っ
た
ら
ど
う
か
。

　

以
上
は
素
人
の
発
言
で
申
訳
な
い

が
、
も
し
出
来
う
る
な
ら
ば
、
一
笑

に
ふ
さ
ず
実
現
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
旭
区
T
生
）

本
当
に
困
っ
て
い
る
事

　

◆
循
の
放
し
飼
い
は
畑
の
作
物
を

荒
す
、
庭
の
干
物
を
か
き
さ
が
す
、

実
に
迷
惑
千
万
、
こ
れ
は
是
非
や
め

　

◆
田
や
エ
川
の
土
砂
は
狭
い

道
へ
上
げ
ず
に
お
こ
う
。

　

◆
狭
い
市
道
を
通
る
オ
ー
ト

三
輪
な
ど
は
道
路
を
損
せ
ぬ
よ
う
に

注
意
し
て
欲
し
い
。

　

◆
ヒ
I
や
ご
ミ
を
川
へ
捨
て
ぬ
よ

う
に
。
川
下
の
田
の
中
ヘ
ヒ
エ
が
流

れ
込
ん
で
大
変
迷
惑
を
す
る
。
ま
た

ゴ
ミ
は
水
路
に
か
か
っ
た
り
、
幼
苗

を
痛
め
る
か
ら
注
意
し
よ
う
。

　

◆
狭
い
晨
道
を
耕
耘
機
で
通
っ
て

道
を
損
し
た
ら
自
分
の
手
で
な
お
し

て
お
こ
う
。
（
富
田
M
）

引
揚
者
在
外
事
実

の
調
査
に
つ
い
て

先
号
の
市
報
で
外
地
引
揚
者
へ
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
調
査
票
を

出
さ
れ
な
い
方
は
至
急
市
役
所
民
生

課
玄
で
届
け
て
下
さ
い
。

　

調
査
期
間
＝
（
七
月
十
日
迄
。
）
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